
曜日 金

時限 ２・３・４

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校

3 登校

4 登校

5 登校 小テスト１０点

6 登校

7 登校 中間テスト２０点

8 登校

9 登校

10 登校

11 登校

12 登校 小テスト１０点

13 登校

14 登校 定期テスト５０点

15 登校 この他に授業参加態度等１０点評価する

中間テスト（終了後に解答解説）

1 開講区分 2セメスター（後期）

空気、水、日光、衣食住と健康

上下水道と廃棄物　・衛生害虫とネズミ

感染症の知識、概要

美容師科
授業
形態

講義
単位
時間

衛生管理Ⅱ
必修
選択

必修 年次

病原微生物

感染症の予防

感染症各論

消毒法総論

　【使用教科書・教材・参考書】　 

定期試験　フィードバック・成績評価

消毒法各論

各種消毒薬

定期試験

衛生管理 教科書/日本理容美容教育センター
筆記用具、ノート

準備学習
時間外学習 項目の復習、過去問題の練習

評価方法 　小テスト２０点、中間テスト２０点、定期テスト５０点、授業態度１０点

受講生への
メッセージ

衛生管理は、美容師になるための基礎知識を学びます
美容師国家試験にも多く出題されますのでしっかりと勉強しましょう

2026年度　科目別　授業計画（シラバス）

1
30

医療介護の制度

教員 竹田理恵
【教員実務

経験】

看護学科卒業後、長年に渡り看護師としての経験を積む。2010年
には、管理職に従事し、美容皮膚科立ち上げ業務にも携わる。現
在は開業し、分子栄養学に基づいた腸活指導なども行っている

【到達目標】
公衆衛生、環境衛生、感染症、消毒の問題演習を行い、苦手な分野を克服しよう

　【授業の学習内容】

理容業・美容業は、公衆衛生の向上に努め、事業所の環境衛生を実践しなければなりません
衛生措置の基準を守ることによって公衆衛生の維持と増進に寄与することは、この業務に従事する者に課せられた責務です
感染症の予防について学び、消毒が衛生措置の上で極めて重要であることを理解しましょう

授業計画・内容

公衆衛生の概要　・理容師・美容師と公衆衛生

予防医学と保健

学科・専攻

科目名


